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光変換のstochasticな特性を生かして、 FRET(Forster resonance energy transfer) 
を用いた分子間相互作用解析が可能なことを示した。
さらに、蛍光タンパタ質の大きさ自体がタグとしての無傷性の妨げとなる場合もあ
るので、細胞外環境で安定な、小さな蛍光タグの開発を行った。その結果、 FMNを
蛍光基とする蛍光タンパクについて、ほぽ2倍の輝度と光耐性を持ち、無傷性の高い
分子を開発した。この蛍光タグは従来型蛍光タンパク質より半分程度の分子量である
ため、これまで困難だった小さな分子の標識に利用できると期待される。
※日本語で記載するとと。 1200字以内にまとめること。


